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『
真
幸
先
生
送
別
歌
巻
』

翻
字
と
解
題

ー
長
瀬
真
幸
と
江
戸
派
の
人
々
｜

佐

方

章

子

解
題

『
真
幸
先
生
送
別
歌
巻
」
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
肥
後
熊
本
の
国
学
者
・
長
瀬
真
幸
が
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
同
六
年
に
か
け
て
江

戸
へ
遊
学
し
、
約
一
年
の
滞
在
を
経
て
郷
里
へ
戻
る
際
に
、
江
戸
に
お
い
て
交
流
の
あ
っ
た
江
戸
派
の
歌
人
、
村
田
春
海
や
加
藤
千
蔭
ら
か
ら

贈
ら
れ
た
送
別
の
歌
文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

長
瀬
真
幸
は
明
和
二
年
に
生
ま
れ
、
天
保
六
年
に
七
十
一
才
で
没
し
た
。
通
称
、
七
郎
平
。
号
、
田
鹿
・
双
松
園
。
熊
本
藩
士
。
幼
児
よ
り

諸
礼
故
実
・
漢
学
等
を
学
び
、
更
に
国
学
研
究
に
努
め
る
。
寛
政
五
年
に
伊
勢
松
坂
に
至
り
、
本
居
宣
長
に
入
門
し
な
が
ら
、
江
戸
で
村
田
春

海
・
加
藤
千
蔭
・
塙
保
己
一
ら
と
交
流
し
た
。
高
葉
研
究
に
業
績
が
あ
り
、
多
く
の
門
人
を
擁
す
。
暦
法
・
神
道
・
音
楽
な
ど
に
も
通
じ
た
と

ぃ、っ。こ
の
『
送
別
歌
巻
』
は
も
と
も
と
弥
富
破
摩
雄
氏
の
所
蔵
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
年
に
破
摩
雄
氏
の
ご
子
息
に
あ
た
る
弥
富
斬
彦
氏
よ
り
、

熊
本
県
立
大
学
学
術
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
総
勢
十
六
名
の
人
物
が
真
幸
に
対
し
て
寄
せ
た
文
章
や
和
歌
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30 『真幸先生送別歌巻』翻字と解題

が
見
え
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
弥
富
破
摩
雄
氏
の
「
長
瀬
真
幸
と
其
の
送
別
歌
文
」
（
『
高
葉
集
績
孜
』
大
岡
山
書
店
、
昭
和
九
年
）
に
お
い
て

翻
字
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
解
題
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
翻
字
に
は
誤
植
な
ど
も
多
々
見
ら
れ
る
た
め
、
改
め
て
翻
字
す
る
こ
と

と
し
た
。
解
題
に
つ
い
て
も
、
弥
富
氏
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
新
た
な
情
報
を
書
き
加
え
た
。

弥
富
氏
は
「
送
別
歌
巻
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
旧
字
体
は
適
宜
、
新
字
体
に
改
め
た
。

巻
は
縦
八
寸
、
長
四
丈
一
尺
二
寸
、
画
紙
を
附
せ
ず
、
裏
面
雲
母
引
き
、
表
紙
薄
茶
椴
子
、
地
摺
れ
、
絹
紙
僅
か
に
残
る
。
軸
桑
、
装

丁
当
時
の
も
の
と
覚
ほ
し
い
。

巻
頭
に
は
春
海
の
丈
章
（
家
集
に
出
づ
）
。
巻
軸
に
は
、
千
蔭
の
長
歌
二
篇
（
共
に
家
集
に
出
づ
）
。
前
者
は
愛
用
の
金
泥
縦
罫
引
烏
子

紙
、
後
者
は
雲
形
漉
込
み
烏
子
紙
（
中
略
）
何
れ
も
自
筆
で
、
謹
厳
の
中
に
、
典
雅
、
優
麗
の
妙
を
尽
し
、
更
に
其
の
用
紙
は
各
自
、

別
々
に
て
、
雲
形
あ
り
、
墨
流
し
あ
り
、
泥
書
き
あ
り
、
罫
引
あ
り
、
或
は
檀
紙
、
或
は
奉
書
紙
、
藍
あ
り
、
黄
あ
り
、
継
色
紙
様
の
も

の
さ
へ
も
あ
る
。
而
し
て
此
れ
等
の
紙
は
何
れ
も
同
寸
法
で
あ
れ
ば
、
最
初
よ
り
巻
子
に
製
し
て
贈
っ
た
も
の
ら
し
く
、
そ
こ
に
も
各
人

の
平
凡
な
ら
ぬ
心
尽
し
が
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。

本
巻
も
と
長
瀬
家
の
什
物
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
五
年
、
筆
者
が
小
学
生
時
代
に
、

ふ
と
し
た
ゆ
か
り
で
、
五
金
を
投
じ
て
購
入
し

た
も
の
で
あ
る
。
此
れ
な
ど
ぞ
筆
者
が
、
先
哲
の
筆
蹟
蒐
集
の
最
初
の
一
っ
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
、
其
の
表
紙
の
傷
み
古
び
も
、
其
の

佳
に
蔵
し
て
ゐ
る
の
は
、
其
の
記
念
を
傷
つ
け
ま
い
の
心
か
ら
で
あ
る
。
箱
は
家
僕
に
命
じ
て
調
製
せ
し
め
、
箱
書
は
高
見
広
川
翁
が
来

訪
せ
ら
れ
た
時
（
明
治
三
十
年
頃
）
に
、

一
揮
を
乞
う
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
『
送
別
歌
巻
』
は
全
長
十
二
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
巻
子
本
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
透
き
方
や
模
様
の
違
っ
た
料
紙
が
使



用
さ
れ
て
お
り
、
弥
富
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
典
雅
、
優
麗
」
と
評
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
美
術
的
に
も
高
い
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
も
の
が
送
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
真
幸
が
江
戸
派
の
人
々
か
ら
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
そ
の
交
流
の

実
際
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

以
下
、
歌
巻
に
歌
文
を
寄
せ
た
十
六
名
の
人
物
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
略
歴
を
記
す
。
本
姓
で
記
し
て
い
る
人
物
に
関
し
て
は
、
括
弧
内
に

そ
の
人
物
の
通
称
を
記
す
。

① 

平
春
海
（
村
田
春
海
）

閏
学
者
、
歌
人
。
江
戸
の
人
。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
生
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
没
。
六
十
六
歳
。
本
姓
、
平
。
一
時
、
阪
氏
。
名
、

春
海
。
字
、
士
観
。
通
称
、
伝
蔵
・
大
学
・
昌
和
・
治
兵
衛
・
平
四
郎
。
号
、
琴
後
翁
・
織
錦
斎
な
ど
。
村
田
春
道
地
の
次
男
。
兄
、
春
郷
。

江
戸
日
本
橋
小
舟
町
の
人
。
父
・
兄
と
共
に
賀
茂
真
淵
に
入
門
し
て
、
古
学
を
学
ぶ
。
兄
の
没
後
、
実
家
の
干
鰯
問
屋
に
戻
り
家
督
を
相
続
し

た
。
そ
の
後
豪
遊
に
よ
り
、
家
は
倒
産
し
、
以
後
国
学
・
歌
学
に
精
励
し
て
師
匠
と
な
り
、
や
が
て
松
平
定
信
に
召
さ
れ
た
。
門
人
に
小
山
田

与
清
・
清
水
浜
臣
ら
が
い
る
。
村
田
春
海
の
文
章
は
『
琴
後
集
』
巻
十
一
に
見
え
る
。

②
飯
田
豹

漢
詩
人
。
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
生
、
文
化
六
年
（
一
八
O
九
）
没
。
六
十
八
歳
。
名
、
豹
。
字
、
公
文
。
通
称
、
半
太
夫
。
号
、
柳

橋
・
芭
蕉
園
。
近
江
彦
根
藩
家
老
印
具
家
の
臣
。
漢
詩
文
・
和
歌
を
よ
く
し
た
。

『
送
別
歌
巻
』
の
飯
田
豹
の
歌
文
に
弥
富
氏
自
筆
の
付
筆
あ
り
。
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32 『真幸先生送別歌巻』翻字と解題

、
ダ
ラ

「
飯
田
豹
字
公
文
号
柳
橋
又
百
蕉
園
彦
根
歌
人
伝
に
見
ゆ
、
但
し
文
化
六
年
六
十
八
没
は
誤
。
文
化
八
年
自
筆
あ
れ
ば
也
。
野
村
束
皐
に

儒
を
学
ぶ
。
「
鳩
の
海
」
の
中
に
歌
二
首
見
ゆ
o
」
と
あ
り
。

小
林
連
義
兄
（
小
林
義
兄
）

歌
人
・
博
物
学
者
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
一
）
生
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
没
。
本
姓
、
藤
原
。
通
称
、
左
内
・
村
治
。
名
、
義
兄
。
近

江
彦
根
の
人
。
彦
根
藩
家
老
印
具
家
の
臣
。
京
都
六
角
堂
池
坊
に
客
居
し
た
。
藩
主
井
伊
直
中
の
命
に
よ
り
、
琵
琶
湖
の
魚
介
を
調
査
し
た
。

大
菅
中
養
父
に
国
学
を
学
び
、
藤
井
高
尚
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
。

③ ④

源

千

古

伝
未
詳
。
た
だ
し
『
高
葉
集
績
孜
』
に
「
越
智
一
柳
千
古
か
と
思
っ
た
が
、
さ
う
で
は
な
か
っ
た
。

一
柳
は
源
姓
で
は
な
い
こ
と
。
書
風
の

全
然
異
な
る
こ
と
。
又
一
柳
千
古
は
寛
政
六
年
に
は
三
十
五
歳
の
壮
者
で
あ
っ
て
、
句
中
の
「
老
が
身
」
と
あ
る
に
一
致
せ
ざ
る
こ
と
。
な
ど

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
琴
後
集
巻
六
に
、
「
筆
千
古
の
七
十
賀
」
云
々
と
見
え
て
ゐ
る
が
、
恐
ら
く
此
の
人
で
あ
ら
う
か
。
」
と
あ
る
。

ち
え
子
（
多
国
千
枝
子
）

歌
人
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
生
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
没
。
（
一
説
に
文
政
十
三
年
と
も
）
九
十
二
歳
。
名
、
千
枝
子
。
法
号
、

香
習
院
阿
実
。
築
地
本
願
寺
内
真
光
院
の
住
職
多
国
賢
珠
の
妻
。
浄
立
寺
天
華
冷
然
の
妹
。
加
藤
千
蔭
の
門
に
入
り
、
和
歌
を
よ
く
し
た
。
村

田
春
海
ら
と
隅
田
の
新
梅
園
に
遊
ん
だ
折
の
歌
で
名
を
あ
げ
た
。
晩
年
に
出
家
し
て
、
阿
実
尼
と
称
し
た
。

⑤ 



⑥ 

縫
子
（
菱
田
縫
子
）

寛
永
三
年
（
一
七
五
O
）
生
、
享
和
元
年
（
一
八
O
一
）
没
。
五
十
二
歳
。
初
め
河
合
氏
。
名
、
縫
子
。
法
号
、
蓮
池
院
妙
瑞
日
清
信
女
。

菱
田
光
賢
の
妻
。
江
戸
の
人
。
荷
回
蒼
生
子
に
師
事
、
国
学
・
和
歌
に
長
じ
た
。
早
く
寡
婦
と
な
り
、
師
の
跡
を
継
い
で
歌
文
を
教
授
し
た
。

享
和
元
年
、
伊
勢
津
藩
江
戸
藩
邸
に
て
講
義
中
に
没
し
た
。
加
藤
千
蔭
ら
と
交
流
し
た
。

⑦ 

沙
門
宗
弼

伝
未
詳
。
た
だ
し
田
中
康
二
氏
は
「
雪
岡
禅
師
と
江
戸
派
」
（
「
鈴
屋
学
会
報
』
第
二
四
号
、
平
成
十
九
年
十
二
月
）
に
お
い
て
、
従
来
別
人

で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
「
雪
岡
」
と
「
宗
弼
」
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

雪
岡
禅
師
は
春
海
の
文
の
中
で
は
「
真
乗
院
雪
岡
禅
師
」
と
い
う
名
で
登
場
す
る
。
真
乗
院
と
は
京
都
に
あ
る
南
禅
寺
の
塔
頭
で
あ

る
。
南
禅
寺
に
は
当
時
、
二
十
五
院
の
塔
頭
が
あ
っ
た
が
、
真
乗
院
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
禅
師
が
江
戸
に
い
る
時
に
居
住
し
た
金

の
僧
侶
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
南
禅
寺
の
僧
侶
と
し
て
調
査

す
る
と
、
雪
岡
禅
師
は
寛
政
六
年
に
西
堂
位
の
転
位
を
受
け
た
出
世
衆
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
出
世
衆
と
は
僧
位
の
低
い
平
僧
と

は
異
な
り
、
僧
録
司
の
推
挙
に
よ
っ
て
将
軍
よ
り
住
持
職
の
公
帖
を
頂
い
た
も
の
を
三
宮
ノ
o

出
世
衆
の
う
ち
西
堂
位
は
諸
山
住
持
の

公
帖
と
十
剃
（
禅
興
寺
）
住
持
職
の
公
帖
を
与
え
ら
れ
た
者
で
あ
る
。
在
籍
は
真
乗
院
で
あ
り
、
道
号
は
雪
岡
、
法
語
は
宗
弼
で
あ

る
。
雪
岡
禅
師
に
関
し
て
南
禅
寺
の
資
料
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
以
上
で
あ
る
。

地
院
も
南
禅
の
塔
頭
で
あ
っ
た
の
で
、
南
禅
寺
派
（
大
覚
寺
）

こ
の
指
摘
の
後
に
、
長
瀬
真
幸
の
送
別
の
宴
に
「
雪
岡
禅
師
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
禅
師
が
こ
の
宴
以
前
か
ら
あ
る
程
度
は
長
瀬
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34 『真幸先生送別歌巻』翻字と解題

真
幸
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
」
と
あ
り
、
禅
師
の
送
別
文
か
ら
「
千
蔭
と
春
海
の
も
と
に
出
入
り
し
て
い
た
」
こ
と
、
「
真
幸

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
親
密
で
は
な
い
」
こ
と
、
「
禅
師
の
出
身
が
九
州
地
方
で
あ
っ
た
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
近
衛
典
子
氏
は
「
雪
岡
覚
え
書
き
｜
『
筆
の
さ
が
』
周
辺
」
（
『
駒
津
国
文
』
第
四
六
号
、
平
成
二
十
一
年
二
月
）
に
お
い
て
、

宗
弼
と
雪
岡
は
別
人
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
宗
弼
と
雪
岡
が
同
一
人
物
か
否
か
は
残
念
な
が
ら
現
在
の
段
階

で
は
特
定
出
来
て
い
な
い
。

⑧
良
峯
経
覧

伝
未
詳
。
た
だ
し
上
妻
博
之
氏
「
長
瀬
真
幸
伝
」
（
「
日
本
談
義
』
昭
和
三
十
六
年
五
月
。
熊
本
文
化
研
究
叢
書
6
『
肥
後
の
和
学
者

博
之
郷
土
史
論
集
1
」
〈
熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
科
編
、
平
成
二
十
一
年
三
月
〉
所
収
）
に
「
『
高
葉
集
佳
調
』
の
「
出
版
の
事

は
村
田
春
海
、
関
経
覧
ら
に
依
頼
し
て
帰
っ
た
」
と
あ
る
が
、
こ
の
人
物
の
こ
と
か
。

上
妻

⑨
雨
岡
（
吉
田
桃
樹
）

儒
者
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
生
、
享
和
二
年
（
一
人
O
二
）
没
。
六
十
六
歳
。
本
姓
、
小
橋
。
名
、
桃
樹
。
字
、
甲
夫
。
通
称
、
忠
蔵
。

号
、
雨
岡
・
雨
窓
・
費
岐
・
葉
興
・
時
雨
園
。
江
戸
の
人
。
千
蔭
・
春
海
の
友
人
。
幕
府
に
仕
え
、
浅
草
に
吾
妻
橋
を
作
る
な
ど
し
た
。
井
上

金
峨
に
儒
を
学
び
、
和
歌
を
能
く
す
る
。

⑩
物
部
信
説

伝
未
詳
。
た
だ
し
、
『
校
説
同
歌
大
系
」
十
七
巻
（
講
談
社
）

の
「
雲
錦
翁
家
集
」
に
「
小
潰
殿
に
仕
ふ
る
水
江
信
説
」
と
あ
る
。
「
福
井
県



史
』
に
よ
る
と
、
明
和
二
年
の
時
点
で
水
江
信
説
は
小
浜
藩
の
祐
筆
頭
取
と
あ
る
。

⑪ 

村
田
泰
足

藩
士
・
国
学
者
。
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
生
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
没
。
七
十
五
歳
。
名
、
泰
足
（
安
足
）
。
通
称
、
新
太
郎
・
新

次
郎
・
大
輔
（
大
介
・
大
助
）
。
号
、
凝
畑
舎
。
近
江
彦
根
藩
士
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
祖
父
武
兵
衛
の
跡
を
つ
ぎ
、
旗
宰
領
と
な
り
、

の
ち
作
事
門
改
役
・
作
事
方
元
締
改
評
判
役
な
ど
を
歴
任
し
た
。
初
め
大
菅
中
養
父
に
学
び
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
本
居
宣
長
に
入
門
。

同
年
、
藩
校
稽
古
館
創
設
に
当
り
、
和
学
教
授
と
な
る
。

⑫ 

源
餌
弦
（
安
田
錦
弦
）

医
者
・
国
学
者
。
宝
暦
十
三
一
年
（
一
七
六
三
）
生
、
文
化
十
三
年
（
一
八
二
ハ
）
没
。
五
十
四
歳
。
一
説
、
宝
暦
八
年
生
、
五
十
九
歳
没
。

名
、
若
中
・
県
弦
。
通
称
、
快
庵
・
一
庵
。
号
、
棄
本
。
越
前
福
井
藩
医
安
田
征
盛
の
男
。
福
井
藩
医
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
家
督
を
つ

ぎ
奥
医
師
、
藩
主
松
平
治
好
室
定
姫
付
、
次
い
で
そ
の
女
広
姫
付
と
な
っ
た
。
賀
茂
季
鷹
門
。
加
藤
千
蔭
・
村
田
春
海
と
親
交
が
あ
っ
た
。

⑬
源
道
別
（
信
夫
顕
祖
）

漢
学
者
・
国
学
者
。
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
生
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
没
。
六
十
七
歳
。
本
姓
、
源
。
名
、
顕
祖
。
幼
名
、
道
別
。

字
、
順
卿
。
通
称
、
真
五
郎
。
号
、
塊
軒
・
寿
山
。
法
号
、
長
台
院
寿
山
量
昌
居
士
。
江
戸
の
人
。
大
炊
御
門
経
久
に
学
ん
で
書
に
優
れ
、
徳

川
一
橋
家
に
仕
え
た
。
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36 『真幸先生送別歌巻J翻字と解題

藤
原
朝
臣
徳
之
（
村
山
素
行
）

歌
人
。
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
生
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
没
。
六
十
四
歳
（
一
説
、
六
十
三
歳
）
。
本
姓
、
藤
原
。
名
、
徳
之
。
号
、

素
行
・
宝
所
・
宝
所
庵
・
寿
庵
・
薫
行
。
法
号
、
宝
処
庵
素
行
日
総
禅
定
門
。
徳
川
一
橋
家
家
臣
村
山
有
成
の
男
。
母
、
旗
本
長
谷
部
氏
の
女
。

江
戸
の
人
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
一
橋
家
の
近
習
と
な
り
、
の
ち
小
姓
と
な
る
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
剃
髪
、
素
行
と
称
す
。
加
藤

千
蔭
・
岡
田
真
澄
・
木
村
定
良
に
学
ぶ
。

⑭ ⑮ 

喜
代
良
（
長
野
清
良
）

国
学
者
。
生
没
年
未
詳
。
江
戸
時
代
後
期
の
人
。
本
姓
、
源
。
名
、
清
良
。
通
称
、
靭
負
。
賀
茂
真
淵
・
田
安
宗
武
の
門
人
。
『
高
葉
集
』

に
造
詣
が
深
か
っ
た
。の

長
瀬
真
幸
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
の
中
に
「
江
戸
に
て
は
長
野
清
良
、
菅
沼
刑
部
左
衛
門
に
よ
り
て
武
家
故
実
を
修

め
、
猶
此
の
清
良
、
並
に
月
照
院
に
は
舞
楽
を
習
ひ
」
と
あ
る
。

ま
た
河
野
頼
人
「
狛
諸
成
の
万
葉
考
増
訂
を
助
け
た
人
々
」
（
『
万
葉
学
研
究
・
近
世
』
桜
楓
社
、
昭
和
四
十
四
年
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
高
葉
集
讃
孜
』

清
良
は
田
安
藩
士
。
真
淵
門
の
学
者
と
し
て
万
葉
集
の
普
及
発
展
に
つ
と
め
て
い
る
。
そ
の
主
な
業
績
を
あ
げ
る
と
、
京
都
の
邑
井
敬

義
が
安
永
九
年
謄
写
校
合
し
た
邑
井
本
古
葉
略
類
衆
紗
を
清
良
が
写
し
、
そ
れ
を
借
り
て
千
蔭
が
寛
政
六
年
に
写
し
、
「
万
葉
集
略
解
」

に
も
此
書
に
言
及
し
て
い
る
（
佐
佐
木
信
綱
博
士
「
古
葉
略
類
来
妙
」
コ
二
七
頁
、
『
万
葉
集
の
研
究
・
第
一
一
』
所
収
）
。
ま
た
、
文
化
七

年
、
師
の
真
淵
説
に
よ
っ
て
万
葉
集
の
本
文
を
書
き
改
め
、
巻
の
順
序
を
も
か
え
た
「
定
本
万
葉
集
」
を
編
纂
し
た
（
「
万
葉
集
研
究
史
」

五
一
八

1
九
頁
、
『
校
本
万
葉
集
一
』
所
載
）
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
（
猶
、
「
琴
後
集
」
を
み
る
と
、
真
淵
の
苦
心
に
な
る
考
六
巻
の
刊
行



に
つ
と
め
、
真
淵
没
後
五
十
余
年
の
文
政
七
年
に
は
じ
め
て
世
に
揃
っ
て
お
く
つ
た
熊
本
の
長
瀬
真
幸
に
も
、
先
達
と
し
て
交
わ
っ
て
い

る。）

⑮
橘
千
蔭

（
加
藤
千
蔭
）

国
学
者
・
歌
人
。
江
戸
の
人
。
享
保
二
十
年
（
一
七
三
一
五
）
生
、
文
化
五
年
（
一
八
O
八
）
没
。
七
十
四
歳
。
本
姓
、
橘
。
名
、
佐
芳
・
千

蔭
。
字
、
徳
与
麿
・
常
世
麿
。
通
称
、
常
太
郎
・
要
人
・
又
左
衛
門
。
号
、
京
園
・
芳
宜
園
・
耳
梨
山
人
・
逸
楽
商
・
江
翁
・
仁
斎
・
橘
八

衡
・
優
婆
塞
竺
慢
。
加
藤
枝
直
の
男
。
能
因
の
後
育
に
当
る
と
い
う
。
父
枝
直
の
江
戸
町
奉
行
与
力
の
職
を
継
ぎ
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

致
仕
す
る
ま
で
公
職
に
あ
っ
た
。
幼
時
は
父
に
、
少
年
時
か
ら
は
賀
茂
真
淵
に
学
び
、
同
門
の
村
田
春
海
と
共
に
江
戸
派
の
双
壁
を
な
す
。
門

人
に
一
柳
千
古
・
清
原
雄
風
・
木
村
定
良
・
岡
田
真
澄
ら
。
絵
を
建
部
綾
足
に
、
書
を
滝
本
松
花
堂
に
学
び
、
書
は
千
蔭
流
と
一
菰
わ
れ
た
。
加

藤
千
蔭
の
歌
文
は
「
う
け
ら
が
花
』
の
巻
七
に
見
え
る
。

『
真
幸
先
生
送
別
歌
巻
』
翻
字

〈
凡
例
〉

・
翻
字
を
す
る
に
あ
た
っ
て
本
文
の
漢
字
が
旧
字
体
の
も
の
は
適
宜
、
新
字
体
に
改
め
た

0

・
読
み
易
さ
を
考
慮
し
、
私
に
濁
点
、
句
読
点
を
付
し
た
。

・
前
述
し
た
人
物
の
番
号
と
対
応
す
る
よ
う
、
歌
文
の
冒
頭
に
番
号
を
付
し
た
。
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38 『真幸先生送別歌巻』翻字と解題

① 

長
背
ぬ
し
が
肥
の
道
の
し
り
、
熊
本
の
城
に
か
へ
る
を
お
く
る
詞

か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
、
二
荒
の
山
に
し
づ
も
り
ま
す
大
神
の
、
む
か
し
あ
ら
ぶ
り
し
世
を
治
め
、
ま
つ
ろ
は
ぬ
人
を
、
こ
と
む
け
た

ま
ひ
け
る
時
、
百
の
軍
の
君
た
ち
が
御
軍
に
い
そ
し
く
、
あ
か
き
心
を
も
て
、
お
ほ
や
け
に
つ
か
へ
ま
つ
り
け
る
を
、

め
で
よ
ろ
こ
ば

し
た
ま
ひ
て
、
其
君
た
ち
の
た
め
に
、
郡
を
わ
か
ち
、
郷
を
あ
は
せ
て
、
こ
と
さ
ら
に
、
く
に
と
こ
ろ
を
さ
だ
め
で
な
ん
、
そ
を
よ
ぎ

し
た
ま
ひ
に
け
る
。
さ
る
は
雲
か
、
る
山
も
、
腐
の
ご
と
く
た
ひ
ら
に
ふ
み
な
し
、
と
ほ
し
ろ
き
河
も
、
帯
の
如
く
ほ
そ
ら
に
、
あ
せ

な
む
世
ま
で
も
、
永
く
其
所
を
し
れ
と
て
、
天
の
下
に
、
二
百
ま
り
の
君
た
ち
を
な
ん
、
た
て
た
ま
ひ
に
け
る
。
は
た
そ
の
君
た
ち
は

ゃ
、
外
に
は
あ
た
ま
も
る
城
を
つ
ら
ね
、
う
ち
に
は
八
十
の
つ
か
さ
を
ま
け
て
国
つ
神
を
あ
が
ま
へ
青
人
く
さ
を
い
つ
く
し
み
て
、
天

皇
の
し
き
ま
す
く
に
の
と
ほ
つ
ま
も
り
の
、
御
垣
に
な
む
あ
り
け
ら
し
。
そ
れ
上
つ
代
の
、
国
造
、
県
主
て
ふ
は
御
世
つ
ぎ
の
ふ
み
ら

に
、
其
事
の
く
は
し
き
よ
し
を
、
も
ら
し
て
、
今
考
へ
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ね
ば
、
な
ず
ら
へ
が
た
し
。
又
か
の
中
つ
世
の
、
く
に
つ
か

さ
の
、
位
ひ
く
＼
品
か
ろ
き
か
た
ら
ひ
は
、
な
か
ノ
t
＼
に
、
な
ら
べ
い
ふ
べ
き
わ
ざ
な
ら
ね
ば
、
ま
ね
び
い
づ
べ
く
も
、
あ
ら
ざ
り

け
り
。
此
君
た
ち
の
、
か
く
品
た
か
く
お
は
す
め
る
が
な
か
に
も
、
そ
の
上
の
品
な
る
を
ば
、
く
に
の
ぬ
し
と
名
づ
け
て
、
世
の
お
ぼ

え
い
よ
冶
か
し
こ
く
、
物
の
い
き
ほ
ひ
こ
と
に
し
も
ぞ
あ
り
け
る
。
そ
も
／
＼
、
肥
の
道
の
し
り
、
熊
本
の
君
は
し
も
、
か
の
固
の
主

の
、
貴
き
品
に
お
は
し
ま
し
て
、
世
々
に
か
し
こ
き
君
た
ち
つ
ぎ
し
ら
し
て
、
聖
の
道
、
た
ふ
と
み
た
ま
ふ
あ
ま
り
に
、
文
屋
の
つ
か

さ
を
お
こ
し
、
物
学
び
の
博
士
を
た
て
＼
国
人
を
な
ん
、
み
ち
び
き
た
ま
ひ
に
け
る
。
き
れ
ば
物
し
り
人
お
ほ
く
つ
ど
ひ
、
名
だ
た

る
ふ
び
と
ず
も
、
あ
ま
た
い
で
来
て
、

か
つ
は
後
の
世
ま
で
も
、

い
ひ
つ
ぐ
べ
く
な
む
、
あ
る
こ
と
は
、

は
や
く
天
の
下
に
も
聞
え
、

む
か
し
春
海
が
わ
ら
は
な
り
し
時
、
そ
の
博
士
な
り
け
る
、
秋
山
の
翁
に
あ
ひ
て
、
其
く
は
し
き
よ
し
を
ぞ
聞
け
る
。
こ
、
に
高
本
の

大
人
は
今
の
ふ
ん
や
の
博
士
な
る
が
、
五
と
も
の
書
を
と
り
て
、
諸
人
を
、
を
し
ふ
る
い
と
ま
に
、
皇
御
国
の
、

い
に
し
へ
の
ふ
み
を

も
考
へ
、
ま
た
県
居
の
翁
が
、
し
る
せ
る
ふ
み
ら
を
も
よ
み
て
、

ひ
そ
か
に
、
こ
を
し
の
び
つ
＼
か
く
丈
屋
の
こ
と
、

ょ
、
に
お
こ



し
た
ま
ひ
つ
れ
ど
、
こ
の
み
く
に
の
学
の
事
、
そ
な
は
ら
ぬ
は
、

い
と
あ
か
ぬ
わ
ざ
な
り
。

い
か
で
大
和
だ
ま
し
ひ
な
ら
む
人
を
と
て
、

こ
を
其
君
に
も
ま
を
し
、
ま
た
あ
だ
し
、

っ
か
さ
の
人
に
も
は
か
り
で
、

八
十
と
も
の
を
の
中
に
、

ひ
と
り
長
背
の
家
の
子
を
、
え
ら

み
い
で
＼
こ
の
こ
と
を
し
も
ぞ
、
お
ほ
せ
た
る
。
さ
る
は
長
背
の
ぬ
し
が
、
み
く
に
の
学
に
、
く
ま
な
く
、
古
の
心
に
ゆ
き
と
ほ
れ

る
こ
と
は
、

は
た
こ
と
、
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
を
、
そ
の
ま
め
な
る
心
よ
り
、
な
ほ
た
ら
は
ず
や
お
も
ひ
け
ん
、
さ
ら
に
県
居
の
翁
が

を
し
へ
を
広
く
と
ひ
さ
け
、
く
は
し
く
き
冶
あ
き
ら
め
ば
や
と
て
、
神
風
の
伊
勢
の
固
に
い
た
り
で
は
、
本
居
の
宣
長
に
名
づ
き
を
お

く
り
、
鳥
の
崎
、
東
の
、
と
ほ
の
み
か
ど
に
し
て
は
、
源
の
清
良
、
橘
の
千
蔭
に
な
む
、
こ
と
、
ひ
け
る
。
お
の
れ
は
た
、
を
ぢ
な
き

も
の
か
ら
、
む
か
し
あ
が
た
ゐ
の
、
庭
を
ふ
み
な
ら
せ
し
人
の
、

つ
ら
な
れ
ば
と
て
、
今
を
か
た
ら
ひ
、

い
に
し
へ
を
し
の
び
て
、
う

ら
な
く
、
む
つ
ば
ひ
つ
る
を
、
今
年
弥
生
の
な
か
ば
、
そ
の
く
に
に
か
へ
り
ゆ
き
な
ん
と
す
。
か
く
て
別
を
し
む
人
々
、
う
た
げ
の
む

し
ろ
を
つ
ら
ね
、
う
ま
の
は
な
む
け
を
な
む
、
す
な
る
に
、
盃
を
と
り
て
、
春
海
が
こ
と
だ
て
す
ら
く
は
、

ぬ
し
は
や
、
今
か
へ
り
ゅ

き
な
ば
、
か
し
こ
き
、
大
和
だ
ま
し
ひ
を
も
て
、
そ
の
く
に
人
を
み
ち
び
き
、

や
が
て
上
つ
代
の
、
学
の
道
も
、
今
よ
り
其
く
に
＼

お
こ
り
ぬ
べ
く
な
ん
あ
る
は
、
此
ぬ
し
の
と
き
に
あ
ひ
、
こ
、
ろ
ざ
し
を
う
る
の
み
か
は
、
高
本
の
大
人
が
い
さ
を
も
こ
の
ぬ
し
に
よ

り
で
あ
ら
は
れ
、
ま
し
て
其
君
の
、
学
の
道
、
た
ふ
と
み
た
ま
ふ
御
心
に
は
、

い
よ
、
さ
か
し
と
、
め
で
よ
ろ
こ
び
、
た
ま
は
ざ
ら
ん

ゃ
。
さ
ら
ば
お
の
が
ど
ち
の
、
わ
た
く
し
の
わ
か
れ
は
、
こ
と
に
も
あ
ら
ず
と
、

ゑ
ひ
な
き
し
つ
〉
い
へ
ば
、
あ
り
と
あ
る
人
々
、
こ

の
こ
と
を
聞
て
、

い
で
や
、
け
ふ
の
わ
か
れ
の
む
し
ろ
は
、
こ
と
の
か
た
り
ご
と
に
も
せ
む
と
て
、
お
の
／
＼
ゑ
ひ
に
の
り
て
ぞ
う
た

ふ
そ
の
歌

年
月
を
、
千
里
の
よ
そ
に
、

へ
だ
っ
と
も
、

ふ
る
こ
と
し
の
ぶ
、
友
な
わ
す
れ
そ

平
春
海

39 
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② 

江
戸
に
て
長
瀬
真
幸
ぬ
し
に
、
か
り
そ
め
な
が
ら
、
逢
た
り
け
る
が
、
ほ
ど
な
く
肥
の
固
に
、
帰
る
と
聞
え
け
れ
ば
、
人
々
歌
よ

み
て
、
お
く
り
け
る
序
に
、
お
の
れ
も
別
れ
奉
る
と
て
、

一
目
見
し
、
我
に
て
し
ら
ぬ
、
皆
人
は
こ
冶
ろ
づ
く
し
の
、
別
れ
を
や
せ
ん

人
な
み
の
、
別
れ
の
み
か
は
、
た
び
ご
ろ
も
、
な
れ
ぬ
う
ら
み
を
、
吾
ぞ
か
さ
ぬ
る

飯
田
豹

上

③ 

長
瀬
真
幸
主
が
、
肥
の
道
の
し
り
に
帰
る
時
、
同
じ
く
江
戸
に
あ
り
て
、
よ
み
て
お
く
る
う
た
、

二
首
、

君
が
ゆ
く
、
日
の
道
の
し
り
、
し
ら
ぬ
故
、
も
と
な
お
も
ほ
ゆ
、
わ
た
る
海
べ
も
、
越
む
山
路
も

わ
が
す
め
る
、
近
江
の
国
の
、
あ
ふ
こ
と
の
、
又
ま
れ
な
る
を
、
今
い
か
に
せ
む
、
後
い
か
に
せ
む

小
林
連
義
兄

④ 

長
瀬
ぬ
し
の
、
肥
の
道
の
し
り
へ
、
か
へ
り
給
ふ
を
、
お
く
る
長
歌
短
歌

し
ら
ぬ
ひ
の
、

つ
く
し
な
る
て
ふ
、
肥
の
く
に
の
、
道
の
し
り
は
も
、
あ
か
ね
さ
す
、
日
の
入
か
た
の
、
大
う
み
の
、
千
里
の
を
ち
と
、

き
冶
つ
る
を
、

い
つ
か
ま
た
、
あ
ひ
か
た
ら
は
ん
、
老
の
み
は
、
人
に
こ
と
な
る
、
思
ひ
に
て
、
わ
す
ら
れ
ぬ
か
も
、

い
ま
別
て
は
、

し
か
は
あ
れ
ど
、
古
郷
に
し
も
、
た
ら
ち
ね
の
、
母
の
み
こ
と
に
、
若
草
の
、

つ
ま
も
い
ま
せ
ば
、
け
ふ
／
＼
と
、
君
を
待
つ
＼
お

は
す
ら
ん
、
手
向
け
よ
く
し
て
、
か
し
こ
か
る
、
海
や
ま
こ
え
て
、

っ
、
み
な
く
、
帰
り
ま
さ
な
ん
、
丈
夫
の
友



名
に
高
き

あ
そ
山
ざ
く
ら

か
ざ
す
日
は
あ
づ
ま
の
そ
ら
を

か
へ
り
み
は
せ
よ源

千
古

⑤
烏
が
な
く
、
東
に
す
ゑ
し
、
闘
の
名
の
、
霞
と
、
も
に
、
夜
を
こ
め
て
、
立
別
つ
＼
さ
ほ
姫
の
、
お
る
て
ふ
花
の
、
か
ら
錦
、
か
さ

ね
き
っ
、
も
、
玉
ぼ
こ
の
、
ち
ぶ
り
の
神
に
、
散
花
を
、
ぬ
さ
に
と
り
そ
へ
、
手
む
け
し
て
、
か
し
こ
き
山
も
、
み
を
は
や
く
、
な
が

る
冶
川
も
、
や
す
ら
け
く
、

っ
、
み
な
く
し
て
、
玉
く
し
げ
、

ふ
た
年
か
け
し
、

ふ
る
さ
と
の
、
家
路
に
か
へ
る
、
旅
路
こ
そ
、
う
れ

し
か
る
ら
め
、
し
か
は
あ
れ
ど
、
今
よ
り
を
ち
の
、
長
き
日
を
、
柳
の
糸
の
、
よ
り
／
＼
に
、
歌
し
の
び
す
と
、
諸
人
の
、
ま
と
ゐ
す

る
日
は
、
た
れ
も
み
な
、
し
き
忍
ば
ま
し
、
し
き
な
み
の
、
ま
た
も
よ
せ
て
よ
、
あ
し
き
た
の
、
野
坂
の
う
ら
の
、
お
き
つ
し
ら
浪

か
た
戸
＼
に
、
道
こ
そ
か
は
れ
、
帰
て
ふ
、
な
ご
り
は
お
な
じ
、
春
の
雁
が
ね

咲
花
を
、
あ
そ
の
や
し
ろ
に
、
た
む
け
つ
＼

ふ
る
さ
と
人
ゃ
、
君
を
待
ら
む

ち
え
子

⑥ 

縫
子

あ
ま
の
ご
と
、
思
ひ
す
て
冶
も
、
こ
と
、
は
ず
、
人
や
と
が
め
む
、
世
中
は
、
た
は
ぶ
れ
に
く
き
、
た
は
れ
島
、
浪
の
ぬ
れ
衣
、
き
る

と
て
も
、

い
か
ず
は
す
べ
き
、
な
ら
の
葉
の
、
名
に
お
ふ
宮
の
、
古
言
も
、
か
た
り
あ
は
せ
し
、
友
垣
の
、

へ
だ
て
ぬ
中
も
、
隔
な
ば
、

せ
ん
す
べ
し
ら
じ
、
し
ら
ぬ
ひ
の
、
心
づ
く
し
の
、
別
路
は
、
わ
れ
の
み
な
ら
ず
、
月
花
の
、
ま
と
ゐ
に
な
れ
し
、
人
々
の
、
神
も
泊

41 
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の
、
浦
な
ら
め
、
さ
す
が
に
け
ふ
は
、
ま
す
ら
を
も
、
思
へ
る
君
も
、
た
わ
ら
は
の
、
心
ち
ゃ
せ
ま
し
、
し
か
は
あ
れ
ど
、
ふ
る
さ
と

に
し
も
、
玉
く
し
げ
、
二
年
あ
は
ぬ
、
た
ら
ち
ね
や
、
待
お
は
す
ら
ん
、
若
草
の
、
妻
や
こ
ふ
ら
む
、
き
ず
す
鳴
、
野
べ
の
霞
と
、
諸

と
も
に
、
は
や
立
か
へ
れ
、
玉
ほ
こ
の
、
道
の
長
手
の
、
桜
花
、
挟
に
し
め
よ
、
こ
と
さ
や
ぐ
、
も
ろ
こ
し
人
の
、
き
よ
そ
へ
る
、
錦

の
神
に
、
た
ち
増
る
、
や
ま
と
言
の
葉
、

っ
、
み
も
て
、
帰
い
ぬ
と
も
、
鳥
が
鳴
、
東
の
方
を
、
折
々
は
、
思
ひ
出
つ
＼
す
る
墨
の
、

硯
の
川
の
、
水
ぐ
き
の
、
あ
と
だ
に
た
え
ず
、
お
ち
た
ぎ
っ
、

つ
ず
み
の
瀧
の
、
お
と
づ
れ
は
せ
よ

も
、
重
山
、
千
里
の
波
路
は
、

へ
だ
っ
と
も
、
心
へ
だ
つ
な
、
あ
は
む
日
ま
で
は
、

よ
そ
に
こ
そ
、
心
づ
く
し
の
、
別
な
れ
、
人
は
こ
、
ろ
の
、

ゆ
く
旅
路
か
も

⑦
も
は
ら
、
ま
ね
び
て
さ
へ
、

い
と
か
た
き
道
と
、
き
冶
つ
れ
ど
、
わ
が
国
ぶ
り
を
、

つ
ゆ
し
ら
ぬ
も
、
く
ち
を
し
け
れ
ば
、
す
だ
ら
の

を
し
へ
を
、
お
こ
な
ひ
の
い
と
ま
、

ふ
た
り
の
大
人
の
も
と
へ
、
を
り
ノ
＼
ま
う
で
は
べ
る
ち
な
み
に
、
こ
れ
か
れ
の
き
み
た
ち
に
、

う
ら
や
す
く
、
む
つ
ぴ
な
れ
ぬ
る
を
、

よ
ろ
こ
び
、

は
べ
り
つ
る
が
、
な
が
せ
ぬ
し
の
、

ふ
る
さ
と
へ
、
帰
給
ふ
と
き
、
て
、
う
ま
の

は
な
む
け
せ
ま
く
お
も
ふ
に
、
う
き
世
の
ほ
か
に
す
み
ぞ
め
の
、
袖
に
は
っ
、
め
る
、
た
か
ら
も
な
け
れ
ば
、
こ
と
ば
を
お
く
る
ふ
る

き
た
め
し
に
、
な
ら
は
む
と
す
る
に
、
そ
の
こ
と
葉
て
ふ
は
、
を
し
へ
と
も
、

い
ま
し
め
と
も
、
な
る
べ
き
を
こ
そ
い
ふ
ベ
け
れ
ば
、

ま
た
草
木
、
と
り
け
も
の
、
名
さ
へ
、
え
わ
き
ま
へ
ぬ
も
の
＼
わ
ざ
な
ら
ん
や
は
。
さ
れ
ど
何
ご
と
も
な
く
、
わ
か
れ
を
つ
げ
は
べ

ら
む
も
、

ほ
い
な
ら
ね
ば
、
お
も
ひ
い
づ
る
ま
に
／
＼
、
か
き
つ
け
は
べ
り
ぬ
。
な
め
げ
な
り
と
な
、
お
ぼ
し
そ
。
そ
も
／
＼
、
お
の

れ
は
、
む
つ
び
そ
め
て
よ
り
、

ほ
ど
も
な
き
も
の
か
ら
な
ご
り
を
し
け
れ
ど
、
を
の
こ
う
ま
れ
て
、
く
は
の
弓
よ
も
ぎ
の
矢
を
と
り
、

よ
も
に
む
か
ひ
て
い
る
は
、

み
ち
し
れ
る
人
な
ど
、
と
ぶ
ら
ひ
て
、
ま
す
ら
を

ひ
と
つ
さ
か
ひ
に
、
と
ず
こ
ほ
ら
ず
、
こ
、
か
し
こ
、



の
、
こ
、
ろ
ろ
ざ
し
を
、

は
た
き
む
た
め
な
ら
し
。
烏
け
も
の
な
ど
の
む
れ
ゐ
る
が
ご
と
な
る
を
、
あ
へ
て
た
と
ふ
べ
き
に
は
あ
ら
じ
。

こ
と
に
ぬ
し
は
、
き
み
に
つ
か
へ
ま
つ
る
身
な
れ
ば
、

ゆ
く
も
と

c
ま
る
も
、
君
の
ま
け
の
ま
＼
な
ら
ん
と
し
れ
ば
、
わ
た
く
し
の

わ
か
れ
に
も
あ
ら
ず
、

は
た
い
に
し
へ
ぶ
り
を
、
し
た
ふ
ひ
と
ノ
＼
は
か
た
み
に
心
だ
に
か
よ
へ
ば
、
千
さ
と
を
へ
だ
て
、
も
、
そ
の

み
や
び
は
お
な
じ
と
こ
そ
、
き
こ
ゆ
れ
と
、
し
ひ
て
、
も
の
、
こ
と
わ
り
に
、
お
ふ
せ
は
べ
り
ぬ
。
さ
て
五
十
あ
ま
り
の
う
ま
や
ぢ
を
、

ゆ
き
の
ま
に
ノ
＼
、

み
た
ま
は
む
に
、
お
な
じ
色
香
に
こ
そ
、

は
な
は
さ
く
ら
め
と
、

立
わ
か
れ
、

ゆ
か
む
野
山
に
、
咲
出
る
、
こ
と
ば
の
は
な
も
、
千
種
成
覧

う
み
に
く
が
に
、

い
と
、
と
ほ
く
へ
だ
冶
り
し
く
に
な
れ
ば
、
か
へ
り
っ
き
給
ひ
な
ん
こ
ろ
は
、

ふ
る
さ
と
の
花
は
、
あ
と
も
な
き
ま

で
、
み
ど
り
の
み
、
お
ひ
し
げ
り
な
ん
と
お
も
へ
ば
、

道
す
が
ら
、

つ
も
れ
る
き
み
が
、
こ
と
の
は
を
、
帰
て
宿
の
、
梢
に
や
み
む

お
の
れ
が
、
う
ま
れ
し
さ
と
も
、
お
な
じ
っ
く
し
の
道
な
れ
ば
と
も
な
ひ
て
、

ゆ
か
ま
く
ほ
り
す
れ
ど
、
心
に
も
ま
か
せ
ね
ば
、

か
へ
る
さ
に
、
こ
と
や
っ
て
ま
し
、
思
出
の
、
な
き
故
郷
も
、
さ
す
が
恋
し
き

こ
冶
に
、
ま
か
り
た
ま
ひ
て
、
と
し
つ
き
も
、
か
さ
な
り
は
べ
れ
ば
家
人
は
、
さ
こ
そ
ま
ち
わ
び
給
ふ
ら
め
と
、
お
し
は
か
り
で
、

ふ
る
さ
と
に
、
月
日
や
永
く
、
お
も
ほ
え
ん
、
こ
冶
に
は
け
ふ
の
、
別
を
し
め
ど

沙
門
宗
弼

⑧
あ
す
は
あ
ふ
み
と
、

か
は
せ
し
ぬ
し
の
、
お
も
ふ
も
、
と
ほ
き
故
郷
へ
、
う
つ
ろ
ひ
た
ま
ふ
ら
む
は
、
わ
き
て
心
を
ぬ
さ
と
、
く
だ
く
べ
き
を
り
な
ら
ず
や

い
ひ
け
ん
は
、
ま
ぢ
か
き
ほ
ど
の
わ
か
れ
に
て
、
露
け
き
袖
も
、

ひ
る
ま
あ
る
わ
ざ
な
ら
む
を
、
に
な
く
お
も
ひ
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さ
る
は
い
た
づ
ら
に
、
す
ぎ
に
し
月
日
の
み
、
と
り
か
へ
き
ま
ほ
し
う
、
霞
と
、
も
に
、
立
わ
か
れ
な
む
後
は
、
な
に
の
こ
、
ち
か
せ

む
。
し
か
は
あ
れ
ど
、
う
か
ら
、
ゃ
か
ら
の
君
た
ち
の
、
ま
ち
よ
ろ
こ
ぼ
ひ
た
ま
ふ
ら
む
は
、

は
た
さ
る
こ
と
に
て
、
白
川
の
水
の
、

よ
ど
む
こ
と
な
く
、
か
へ
り
い
た
り
給
ひ
て
、
野
さ
か
の
う
ら
の
、
う
ら
な
く
、
あ
ひ
む
つ
び
給
ひ
な
む
も
の
ぞ
と
、

い
ま
は
、
た
T

ひ
き
も
の
神
を
の
み
、
か
け
て
い
の
る
に
な
む

諸
と
も
に
、
花
に
も
あ
か
で
、
わ
か
れ
な
ば
、
な
が
き
春
日
を
、

い
か
に
く
ら
さ
む

良
峯
経
覧

⑨ 

雨
岡

お
ほ
よ
そ
、
あ
め
っ
ち
の
、

み
た
ま
の
ふ
ゆ
に
、
な
り
い
づ
る
も
の
＼
を
さ
な
る
人
と
、
う
ま
れ
き
ぬ
る
だ
に
あ
な
る
を
、
ま
し
て

ま
す
ら
を
と
さ
で
な
り
に
た
る
は
、
さ
ち
の
う
ち
の
さ
ち
に
な
も
あ
り
け
る
。

っ
か
さ
く
ら
ゐ
た
か
く
て
、
し
も
を
ま
つ
ろ
へ
、

ひ

き
ゐ
給
ふ
う
ま
人
た
ち
の
う
へ
は
、
う
か
ず
ひ
し
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
た
な
ひ
ぢ
に
、

み
な
わ
か
き
た
り
、
む
か
も
冶
に
ひ
ぢ
り
こ
、

か
き
ょ
せ
、
田
つ
く
り
、
く
さ
き
り
、
く
が
ゆ
く
に
は
、
荷
の
を
ゆ
ひ
か
た
め
、
舟
の
へ
い
た
る
に
は
、
か
ぢ
さ
を
ほ
さ
で
、
き
の
ふ

の
ま
け
、
け
ふ
の
い
と
な
み
に
、

い
へ
わ
す
れ
、
身
も
た
な
し
ら
ず
、
あ
か
し
く
ら
す
あ
た
り
の
、
こ
と
も
さ
て
お
き
つ
。
か
く
ゆ
た

け
き
お
ほ
む
時
に
、
あ
ひ
ま
つ
り
、
そ
の
君
の
、

め
ぐ
み
に
よ
り
て
、
そ
の
身
は
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
か
ぞ
い
ろ
は
、

め
こ
は
ら
か
ら

ま
で
た
ら
は
ぬ
こ
と
な
き
が
あ
ま
り
、
お
の
が
じ
＼
こ
の
め
る
す
ぢ
に
、
心
ょ
せ
ま
く
ほ
り
す
る
も
、

っ
か
ふ
る
に
い
と
ま
な
く
、

あ
る
は
そ
の
君
の
、
し
り
給
ふ
く
ぬ
ち
な
ら
で
は
、
た
ち
も
い
で
が
た
く
、
千
里
行
、
こ
ま
の
ほ
だ
し
に
、
か
、
れ
る
な
し
て
、
お
の

が
身
を
し
も
、
身
と
し
な
し
得
ぬ
は
、
こ
も
又
ま
す
ら
を
の
、
ま
ご
、
ろ
の
、
お
も
む
け
を
得
た
り
と
も
、

い
ひ
が
た
か
る
べ
し
。

し、



か
に
し
て
か
、
そ
の
こ
の
め
る
す
ぢ
を
、
お
の
が
ま
に
ノ
＼
、
な
し
得
て
ん
や
。
こ
は
い
と
も
ノ
＼
、
か
た
し
と
も
、
か
た
き
こ
と
に
、

な
も
あ
り
け
る
。
長
背
ぬ
し
の
、
と
ほ
っ
お
や
は
、
天
っ
た
ふ
、
日
の
入
国
の
、
人
な
り
し
を
、

日
の
い
づ
る
国
の
み
い
き
ほ
ひ
を
、

し
ぬ
び
、
し
ら
ぬ
ひ
、

つ
く
し
の
く
に
な
る
、

ひ
の
み
ち
の
し
り
に
ま
う
け
り
し
由
こ
な
た
く
ま
も
と
の
城
を
、
し
め
た
ま
ふ
君
に
、

し
た
が
ひ
ま
つ
れ
り
と
か
。
か
の
君
の
と
ほ
つ
み
お
や
は
、
四
方
の
海
、
な
み
風
あ
ら
、
び
野
べ
の
と
ぶ
火
、
た
、
ぬ
ひ
ま
な
く
、
物
部

の
八
十
の
た
け
を
、
か
た
み
に
き
し
ろ
ひ
あ
ら
そ
ふ
世
に
、
こ
と
し
あ
れ
ば
、
あ
ら
み
た
ま
を
、

ふ
り
お
こ
し
あ
た
を
は
ら
ひ
、

の
ど

な
る
時
は
い
そ
の
上
、

ふ
り
に
し
ょ
の
、

ふ
み
ら
よ
み
あ
き
ら
め
、
た
へ
な
る
う
た
ど
も
、

つ
く
り
い
で
、
和
み
た
ま
を
な
ぐ
さ
め
給

ひ

い
た
ゃ
ぐ
し
大
空
に
と
び
か
ひ
、
小
角
つ
ず
み
の
こ
ゑ
、
山
た
に
＼
と
よ
め
り
し
を
り
し
も
、
か
け
も
く
も
、
か
し
こ
き
、
お

ほ
御
っ
か
ひ
し
て
、
ょ
に
ひ
め
こ
と
、
す
な
る
、
っ
た
へ
の
を
ち
／
＼
を
、
聞
え
あ
げ
さ
せ
給
ひ
し
と
ふ
こ
と
は
い
に
し
へ
い
ま
、
た

か
き
い
や
し
き
、
か
た
り
つ
ぎ
、
い
ひ
つ
ぎ
つ
＼
い
ち
し
ろ
し
。
つ
ぎ
ノ
L
＼
の
君
た
ち
も
、
遠
つ
み
お
や
の
、
み
こ
、
ろ
し
ら
ひ
、

う
け
つ
ぎ
給
ひ
、

い
ま
も
、
す
め
ら
御
国
の
、

ふ
み
を
は
じ
め
、
こ
と
さ
や
ぐ
、
か
ら
ぶ
み
を
も
、
こ
の
み
た
ま
ひ
、
も
、
千
々
の
を

み
た
ち
に
、
ま
な
ば
し
め
た
ま
ふ
が
中
に
此
ぬ
し
は
や
ま
と
だ
ま
し
ひ
、
か
し
こ
く
、
あ
を
雲
の
、
あ
が
れ
る
よ
の
ふ
み
ら
、
か
う
が

へ
わ
か
ち
、
う
た
も
ふ
み
も
、
そ
の
世
の
手
ぶ
り
に
し
て
、
し
ら
ぺ
い
と
た
か
し
。
か
れ
そ
の
君
の
お
ほ
せ
ご
と
、
う
け
ま
つ
り
、

＂、

よ
＼
こ
と
葉
の
林
に
分
入
、
ま
す
／
＼
、

ふ
み
の
道
を
、

ふ
み
ひ
ら
き
、
お
く
と
も
お
く
か
を
、
と
め
む
と
て
、
さ
き
っ
と
し
、
烏

が
な
く
、
あ
づ
ま
の
、
と
ほ
の
み
か
ど
に
来
た
り
、

ひ
ろ
く
ま
じ
は
り
、
ね
も
こ
ろ
に
、
と
ひ
は
か
り
給
ひ
っ
。
こ
れ
や
、
天
っ
ち
の

み
た
ま
の
ふ
ゆ
に
よ
り
て
、
好
め
る
す
ぢ
を
、
心
の
ま
に
／
＼
、
な
し
得
と
い
ふ
べ
し
。
こ
、
の
橘
の
園
、
村
田
の
家
な
ど
に
、

へ
だ

て
な
く
、
行
か
ひ
給
ひ
し
か
ば
、
お
の
れ
も
こ
と
、
ひ
か
は
し
、
む
ぐ
ら
ふ
の
、
け
が
し
き
庭
の
露
を
も
、
う
ち
は
ら
ひ
給
ひ
し
を
、

こ
と
し
弥
生
中
、

は
ず
か
り
、
ま
け
を
へ
て
、
も
と
つ
国
に
、
か
へ
ら
ひ
給
ふ
な
る
、
う
ま
の
は
な
む
け
す
る
、
む
し
ろ
に
つ
ら
な
り

て
、
盃
く
み
か
は
し
、
ま
た
さ
ら
に
、
ま
で
来
給
ひ
な
む
こ
と
を
、
ち
ぎ
り
て
う
た
へ
ら
く
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松
浦
舟
、
こ
ぎ
か
へ
る
と
も
、

つ
な
で
な
ば
、
と
く
来
ま
さ
れ
む
、
ま
す
ら
を
の
友

⑩
長
瀬
ぬ
し
、
石
上
ふ
り
ぬ
る
ふ
み
に
、
心
と
T

め
て
、
し
ら
ぬ
火
の
、

つ
く
し
よ
り
、
こ
、
の
大
江
門
に
、

い
た
り
給
ひ
、
去
年
よ
り

し
も
、
よ
み
歌
の
つ
ど
ひ
に
し
て
、
あ
ま
た
、
び
、
か
た
ら
ひ
か
は
し
、
難
波
の
う
ら
な
く
、
む
つ
ば
ひ
っ
＼
は
や
く
あ
ひ
し
れ
り

け
る
に
も
、
ま
さ
り
て
、
し
た
し
く
も
の
し
侍
り
し
を
、
此
春
な
ん
、
霞
と
、
も
に
、
立
帰
り
給
ふ
と
き
こ
ゆ
な
る
、
風
の
お
と
の
遠

か
ら
ず
、
ま
た
も
き
ま
さ
む
と
は
、
契
か
は
す
も
の
か
ら
、
雁
が
ね
の
、
雲
井
は
る
け
き
心
地
に
、
唐
衣
、
か
へ
す
／
＼
も
、
別
れ
を

し
か
る
を
ば
如
何
は
せ
む
。
人
と
冶
も
に
、
う
ま
の
は
な
む
け
す
と
て
よ
め
る
。

わ
た
の
は
ら
、
震
を
わ
け
で
、
行
舟
の
、
浪
路
や
す
ら
に
、
こ
ぎ
帰
り
ま
せ

お
い
ら
く
の
、
心
ぼ
そ
さ
も
、
君
に
よ
り
、
千
世
を
か
け
つ
＼

い
は
ひ
て
ま
た
む

物
部
信
説

⑪ 

江
戸
に
在
て
長
瀬
ぬ
し
が
、
日
の
道
の
し
り
へ
、
帰
ら
す
別
に
、
よ
み
て
ま
つ
る

む
さ
し
の
み
、
あ
り
そ
の
崎
に
、
浪
の
む
た
、
来
よ
る
玉
藻
の
、

め
づ
ら
し
く
、
君
と
よ
り
あ
ひ
、
う
る
は
し
き
言
問
す
れ
ば
、
さ
ぬ

葛
、
く
る
し
き
た
び
も
如
是
て
こ
そ
、
あ
り
う
る
も
の
と
、
な
ぐ
さ
め
て
、
わ
が
を
る
時
に
、
た
づ
ね
て
も
行
年
よ
し
な
き
、
白
縫
の
、

遠
き
筑
志
に
、
帰
り
行
、
と
き
に
成
ぬ
と
、
ね
も
こ
ろ
に
、
語
る
を
き
け
ば
、
別
ま
く
、
あ
ま
た
を
し
け
ど
、
と
す
む
べ
き
、
す
ベ
の

し
ら
ね
ば
、
益
た
か
に
、
こ
ゆ
ら
む
山
の
、
高
く
に
、
偲
て
を
ら
む
、
葦
北
の
、
浦
の
し
ら
浪
、
か
へ
り
て
も
、
こ
、
ろ
は
よ
せ
よ
、



宮
び
雄
わ
が
せ
、
延
葛
の
、
わ
か
れ
い
ゆ
か
ば
、
何
時
か
ま
た
、
け
ふ
を
し
の
び
て
、
君
と
語
ら
む

村
田
泰
足

⑫ 

長
背
ぬ
し
が
故
郷
へ
か
へ
る
を
送
る
文

天
地
の
、
な
し
の
ま
に
／
＼
、
な
り
出
る
、
く
さ
／
＼
お
ほ
か
る
中
に
、
う
っ
せ
み
の
、
人
と
な
れ
る
は
、

い
み
じ
き
さ
ち
に
な
ん
。

其
人
な
る
中
に
、
を
の
こ
に
し
も
、
う
ま
れ
ぬ
る
は
、
さ
ち
が
中
の
さ
ち
に
ぞ
有
け
る
。
さ
て
し
も
、
を
の
こ
の
、
た
け
く
雄
々
し
き

心
お
き
て
に
は
、
何
を
か
も
、
た
と
へ
ん
と
き
は
、
か
き
は
に
、
う
ご
き
な
き
、
高
山
を
も
て
、
た
と
へ
つ
べ
し
。
山
は
し
も
、
何
れ

の
山
を
か
、
た
と
へ
む
。
た
か
く
か
し
こ
き
、
不
二
の
嶺
を
も
て
、
た
と
へ
つ
べ
し
。
万
の
道
に
、
行
至
る
さ
え
に
は
、
何
を
か
も
た

と
へ
ん
。
し
ほ
な
わ
の
、
た
、
へ
た
る
、
大
海
を
も
て
、
た
と
へ
つ
べ
し
。
海
は
し
も
、

い
づ
れ
の
、
つ
み
を
か
、
た
と
へ
ん
。
そ
こ
ひ

な
く
限
な
き
、
筑
紫
の
海
を
も
て
、
た
と
へ
つ
べ
し
。
こ
、
に
火
の
道
の
し
り
の
、
君
に
つ
か
へ
ま
つ
れ
る
、
長
背
ぬ
し
は
、
か
の
た

か
山
の
、
う
ご
き
な
き
、
心
お
き
て
を
〉
し
く
、
大
海
の
、
し
ほ
の
み
ち
た
、
へ
た
る
才
も
、

い
み
じ
く
、
諸
越
の
、
ま
な
び
は
さ
ら

也
。
大
御
国
の
、

い
に
し
へ
ぶ
み
の
道
も
い
た
り
ふ
か
く
な
ん
あ
る
を
、
猶
八
十
く
ま
お
ち
ず
、
と
ひ
あ
き
ら
め
よ
と
、
か
の
国
の
君

の
、
よ
さ
し
給
ふ
ま
に
／
＼
、

い
に
し
と
し
よ
り
、
こ
の
固
に
ま
で
来
ぬ
。
そ
の
す
ぢ
の
友
垣
の
、
あ
し
た
、

ゆ
ふ
べ
の
ま
じ
ら
ひ
に

も
、
此
ぬ
し
な
く
し
て
は
、
事
た
ら
ひ
ぬ
べ
く
も
お
ぼ
え
ず
な
ん
有
け
る
。
さ
る
を
今
し
も
、
も
と
つ
国
に
帰
ん
と
告
る
事
あ
り
。
か

の
つ
く
し
の
海
に
、
た
ぐ
へ
る
才
の
、
日
に
け
に
、
ま
さ
り
ゆ
か
ん
名
は
、
千
さ
と
の
波
を
、

ど
、
た
け
く
を
、
し
き
、
心
お
き
て
を
ば
、
た
ず
朝
夕
に
む
か
ふ
高
根
を
見
さ
け
て
、
お
も
ひ
出
な
ん
こ
と
の
、
す
ず
ろ
に
、
う
れ
た

へ
だ
っ
と
も
、
か
く
れ
あ
る
ま
じ
か
れ

け
れ
ば
、
其
わ
か
れ
の
む
し
ろ
に
、

い
さ
、
か
お
も
ひ
を
、

の
ぶ
る
、
っ
た
、
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ふ
り
に
け
る
、
道
を
し
と
め
ば
、
か
つ
わ
か
れ
、
か
つ
ゆ
き
か
よ
へ
、
益
良
雄
の
友

源
餌
弦

⑬ 

長
背
ぬ
し
が
、

ふ
る
さ
と
、
肥
の
道
の
し
り
へ
、
帰
る
を
送
る
、
な
が
う
た
、
み
じ
か
歌

源
道
別

い
か
し
ほ
の
、
と
し
ま
の
さ
と
の
、
あ

い
さ
を
し
く
、
あ
り
け
る
物

藍
原
の
水
穂
の
固
と
、
お
は
し
つ
る
、
国
の
名
し
る
く
、
と
し
の
は
の
、
お
き
つ
み
と
し
も
、

が
た
ゐ
の
、
お
ち
穂
ひ
ろ
ふ
と
、
あ
か
ら
び
て
、
日
は
し
み
ら
に
、
ぬ
ば
た
ま
の
、
よ
る
は
す
が
ら
に
、

を
、
未
玉
の
、
と
し
た
ち
か
へ
り
、
春
も
や
＼
ゆ
だ
ね
ま
く
べ
き
、
時
来
ぬ
と
、
お
も
ふ
あ
ひ
だ
に
、

へ
る
。
あ
し
き
た
の
野
坂
の
う
ら
の
、
呼
児
烏
、

み
よ
し
の
、
、
か
り
が
さ
そ

よ
ひ
か
と
よ
む
る
ひ
た
ぶ
る
に
、
故
郷
こ
ひ
て
、
く
さ
ま
く
ら
、

い
ほ
へ
山
、
ち
へ

や
ま
こ
え
て
、
海
童
の
、
神
が
て
わ
た
り
し
ら
ぬ
ひ
の
、
筑
紫
の
固
に
、
た
ひ
ら
け
く
、
か
へ
り
ま
さ
な
む
。
か
く
て
君
、
た
ち
は
な

る
と
も
、
秋
ご
と
に
ま
た
も
と
ひ
き
て
、
こ
、
だ
く
の
、
落
穂
ひ
ろ
は
せ
、
わ
れ
も
ひ
ろ
は
む

反
歌

花
に
だ
に
、
心
と
め
ね
ば
、
鴬
の
、
し
ば
し
と
だ
に
も
、
な
き
あ
へ
ぬ
か
も
、
春
霞
、
野
に
も
山
に
も
、
お
ほ
は
な
む
、
道
な
し
と
て

ゃ
、
君
と
ま
る
べ
く

⑭ 

長
背
ぬ
し
が
、
肥
の
路
の
し
り
へ
、
帰
ら
む
を
お
く
る
長
歌
短
歌



し
ら
ぬ
ひ
の
、

つ
く
し
な
る
と
ふ
、
肥
の
国
の
、
道
の
し
り
な
る
、
熊
本
の
、
城
の
辺
に
住
て
、

つ
が
の
木
の
、

い
や
つ
ぎ
ノ
＼
に
、

家
の
名
を
、

つ
げ
る
我
背
は
、
か
し
こ
き
ゃ
、
五
回
国
ぶ
り
の
、
歌
し
ぬ
び
、
文
学
む
と
、
う
ち
か
ざ
す
、
都
に
の
ほ
り
、
鳥
が
鳴
、
東

に
い
た
り
、
武
士
の
、
八
十
と
も
の
を
の
、

つ
ど
ふ
な
る
、
豊
島
を
固
に
、

日
を
か
さ
ね
、
月
を
へ
に
つ
＼
石
の
上
、

ふ
り
に
し
書

の
、
お
く
か
を
も
、
あ
き
ら
め
ぬ
れ
ば
、
言
魂
の
、
さ
ち
は
ふ
固
に
、
あ
れ
き
つ
る
、
か
ひ
は
あ
り
け
り
、
限
あ
り
て
、
古
郷
に
し
も
、

今
更
に
、
帰
り
ま
す
と
も
、
歌
し
ぬ
ぴ
、
書
見
る
ご
と
に
、
し
ば
し
く
も
、
な
れ
に
し
友
な
、
わ
す
れ
そ
よ
君

反
歌

古
郷
へ
、
か
へ
り
行
と
も
、
玉
く
し
げ
、

ふ
た
冶
び
来
ま
せ
、
丈
夫
の
伴
、
む
つ
ぴ
せ
し
、
こ
と
わ
す
れ
め
や
、
日
を
か
ぞ
へ
、
月

を
よ
み
つ
＼
ま
ち
っ
、
あ
ら
む

藤
原
朝
臣
徳
之

⑮ 

長
背
の
真
幸
の
ぬ
し
が
、
筑
紫
に
か
へ
ら
る
、
に
、
幣
ぶ
く
ろ
送
る
と
て

喜
代
良

烏
が
階
、
東
の
国
ゆ
、
し
ら
ぬ
火
の
、
筑
紫
の
く
に
を
、
住
所
と
て
、
か
へ
り
行
け
る
、
丈
夫
の
、
乗
そ
の
駒
、
あ
し
び
き
の
、
山
路

な
づ
ま
ず
、
踏
さ
く
み
、

の
る
其
ふ
ね
、

い
さ
な
と
り
、
海
路
を
平
ら
に
、
水
を
ひ
き
て
、
至
ら
む
も
の
ぞ
、
吾
国
は
、
千
よ
ろ
づ
神

の
、
あ
も
り
ま
し
、
さ
ち
は
ふ
か
ら
に
、

や
ま
づ
み
の
、
神
に
ぬ
か
っ
き
、
わ
た
つ
み
の
、
か
み
を
を
が
ま
ひ
、
ぬ
き
ま
つ
り
、

や
す

け
く
い
ま
せ
旅
の
長
路
を
、
海
山
の
、
神
の
ち
か
ら
に
、
平
ら
け
く
、

や
す
け
く
い
ま
せ
、
旅
の
な
が
路
を
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⑮ 

長
背
ぬ
し
が
、
肥
の
道
の
し
り
へ
、
帰
る
う
ま
の
は
な
む
け
に
、
よ
み
侍
る
長
歌
二
首
、
短
歌
二
首

天
地
の
、
初
め
の
時
ゆ
、
ち
は
や
ぶ
る
、
神
の
御
面
と
、
た
た
へ
こ
し
、
肥
の
国
は
し
も
、
神
か
ら
か
、
国
栄
ゆ
と
ふ
、
国
が
ら
か
、

人
ぞ
き
は
な
る
、
そ
が
中
に
、
は
し
き
吾
兄
は
、
か
し
こ
き
や
、
皇
御
国
の
、
上
つ
代
の
、
書
ま
な
び
す
と
、
其
君
の
、
き
こ
し
給
て
、

い
や
ひ
ろ
に
、
ま
し
た
ら
は
せ
と
、
ね
も
ご
ろ
に
、
よ
さ
し
た
ま
へ
れ
、
葦
北
の
、
野
坂
の
浦
ゆ
、
押
照
や
、
難
波
の
み
津
に
、
直
渡
、

い
行
め
ぐ
ら
ひ
、
ま
つ
ぶ
さ
に
、
問
明
ら
め
て
、
天
の
下
、
集
ひ
ま
つ
れ
る
、
大
江
門
に
、
ま
ゐ
り
来
ま
し

天
伝
ふ
日
の
、
経
緯
に
、

て
、
玉
鉾
の
、
道
行
ぶ
り
に
、
お
も
は
ず
も
、
吾
ふ
せ
蓄
の
ま
げ
い
ほ
を
、
と
ひ
ま
せ
し
よ
り
、
魂
あ
へ
ば
、
あ
ひ
ぬ
る
も
の
と
、
朝

よ
ひ
に
、
馴
に
し
も
の
を
、
今
更
に
、
帰
い
な
む
と
聞
し
な
べ
、
心
ぞ
痛
き
、
し
か
は
あ
れ
ど
、
故
郷
に
し
も
、
家
人
の
、
斎
瓶
す
ゑ

て
、
天
地
の
、
神
に
こ
ひ
の
み
、
ま
た
す
ら
む
、
事
を
し
思
へ
ば
、
と
ず
む
べ
き
、
た
び
な
ら
な
く
に
、

つ
冶
み
な
く
、
帰
り
い
ま
さ

ね
、
阿
蘇
山
に
、
う
し
は
き
い
ま
す
、
大
神
も
、
ま
も
ら
ひ
給
ひ
、
し
ら
ぬ
火
の
、
筑
紫
の
国
の
、
国
も
せ
に
、
か
ぐ
は
し
き
名
を
、

立
む
公
は
も

反
歌

別
と
も
、
何
か
歎
か
む
、
公
が
名
は
、
千
里
の
遠
に
、
薫
ざ
ら
め
や
、
五
日
は
も
よ
、
入
江
の
渚
鳥
、
公
は
も
よ
、
雲
ゐ
行
た
づ
、
春

霞
、
趨
に
分
て
、
足
曳
の
、
高
嶺
の
花
に
、
う
ち
羽
ぶ
き
、
行
ら
む
日
す
ら
、
お
く
れ
ゐ
て
、
う
ら
な
け
を
ら
む
、
千
里
行
、
趨
に

し
あ
れ
ば
、
明
日
の
ご
と
、
天
つ
雲
路
を
、
飛
か
け
り
、
ま
た
も
来
ま
さ
ね
、
待
つ
、
を
ら
む

反
歌

高
く
飛
、
麹
に
し
あ
ら
ば
、
桜
さ
く
、
荒
山
中
も
、
お
ひ
し
か
ま
し
を

橘
千
蔭
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千蔭歌文冒頭

千蔭歌文末尾
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